
事業所名 2025 年
3
月

1
日

あり

健康・生活

運動・感覚

認知・行動

言語
コミュニケーション

人間関係
社会性

主な行事等

・進級お祝い会、七夕会、ハロウィン、クリスマス会、節分、花見、誕生会、買い物体験、調理体験などの多数実施。

放課後等デイサービス　どりぃむ
児童発達支援　どりぃむ

家族支援

・定期的な面談・電話・連絡ツールなどを通じて利用児の進捗状況を共有し、
アドバイスを行う。
・困りごとや気になることなどの相談援助を行う。

移行支援

・移行先との情報共有、支援方法の伝達を行う。
・関係機関との情報の共有を行う。

地域支援・地域連携

・地域のイベントや交流会に積極的に参加して地域社会との交流を深める。
・ボランティアを受け入れ開かれた事業運営を行う。 職員の質の向上

・法定研修への参加
・外部研修への参加の促進
・資格取得のための支援あり

本
人
支
援

・毎日の健康管理と必要な対応を行う。心身の異変に気付けるよう観察を行う。
・食事、排泄などの基本的な生活リズムを身につけられるよう時間での誘導や声かけを行う。
・一日の流れやイベント説明など視覚支援を用いるなどわかりやすい方法を伝え不安なく過ごすことができるように支援する。

・感覚過敏な利用者へ配慮した環境設定や特性に合わせた対策を行う。
・粗大運動（ジャンプ、ボール遊び、体づくり）や微細運動（つかむ、はねる、ひっぱるなど）を通して基本的な動作の向上を目指す。

・視覚でわかるよう日付、曜日、天気、時計などの概念形成の習得を図る。
・製作活動により、手先指先を使用することにより物を介した感覚を認知し時間をかけて作り上げる喜びや達成感を味わう。
・数量、大小、重さ、色などの習得のため、活動などを通して楽しく学べるよう支援する。

・言語の理解力と表現力を向上させ、他者とのコミュニケーションをスムーズに行えるようにする。
・言語のみならずジェスチャーや絵カードなど視覚支援を組み合わせて物や行動を言語化する練習を行う。

・特性に配慮しながら様々な人との関わり、経験を積んで相手への配慮や社会性を学び、尊敬やいたわる気持ちを持って接することができるようにする。
・公共の場での約束やルールを理解し、その場に合った振る舞いができるように支援する。

支援方針

・ひとり一人の個性を大切し「ほっと」でき、のびのびと楽しく過ごせる居場所を提供します。
・「できた」「もっとやりたい」というチャレンジの気持ちを大切にサポートを行います。
・集団の中で友達や支援者と交流しながら、コミュニケーションを楽しんだり、個別活動やイベントを通して利用児の得意なことをたくさん見つけていきます。

営業時間
月曜日～金曜日　　　　　午前10時00分～午後6時30分
土曜日、学校休業日　　　午前8時30分～午後5時30分

送迎実施の有無

支　援　内　容

（別添資料１）

支援プログラム 作成日

法人（事業所）理念
障害のある子供たちが安全に、そして安心して過ごせる場所を提供していきます。
それぞれの強みを活かして、日々小さなことから達成できるように支援していきます。
ご家族の気持ちに寄り添い、ボランティアグループを通して地域社会との交流を図るよう努めます。


